
当時JBC事業部長であった
故・松澤勇さんから誘われて、
一般社団法人全日本視覚障害
者ボウリング協会（BBCJ）のお
手伝いに参加してから、もう
10年以上が経過しました。
一度体験をしてみようとい

うことになり、「180
くらいは出せると思
います」と青松利明会
長に豪語した私でし
たが、アイシェード、
そしてピンスポッ
ター（残りピンなどの
情報をくれるスタッ
フ）をつけてもらい投
げたところ、なんと1
ゲームで16点。投げ
た途端にガターに落

ち、それが左右どちらのガター
かもわからない。ブラインドボ
ウラーの凄さとその難しさを、
身を持って感じました。
青松会長が「よく1ゲーム投

げ切りましたね」と優しくおっ
しゃってくださったことを、今

でもよく覚えています。視覚に
頼らず1ゲームを投げ切ること
は、とても大変なことなのだと
教わりました。
国際視覚障害者スポーツ連
盟（IBSA）ワールドゲームズは、
英国・バーミンガムで本年8月
に開催され、70以上の国と地
域から1000人以上が参加し

ます。そのアジア予選
（IBSAアジア選手権大
会）が、5月22日から
24日まで香港にて行
われ、日本は金2、銀
1、銅1のメダルを獲得
し、6つの出場枠を得
ました。今日は5月24
日、その香港にてこの
原稿の筆を取っていま
す。
またアジアボウリン

リートと同じように、国や企業
から給料をもらって生活して
いる『障害を持ったフルタイム
ボウラー』も少なくありません。
昨年10月、BBCJ全日本選
手権で初めて採用されたイン
クルーシブチーム戦では、ブラ
インドボウラーと健常者ナショ
ナルチームメンバーとがチー
ムとなって競技をし、大変盛り
上がりました。
ボウリングは老若男女、障害
の有無を問わず楽しめる素敵
なスポーツですね。

▲IBSAアジア選手権大会で4個のメダルを獲得、8月のワー
ルドゲームズへの6つの出場枠を確保した

▲日本で視覚障害者ボウリングの
第一人者だった森寛樹選手（今年1
月に逝去）の在りし日の勇姿

▲女子合格者。前列左から近藤、石田、金子、河村、中野、緒方妹、溝口、後列左から大熊、奈良輪、宮入、
岩淵、緒方姉、森、新舎の14名（©JPBA）

▲男子合格者。前列左から藤永、内藤慎、宮澤、斎藤、中野（武本）、木村、葛原、後列左から森岡、小野、
内藤広、石田、前田、村上、太田の14名（©JPBA）

ボウリングは障害の有無を問わず楽しめるスポーツ
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グ連盟（ABF）は、本年2月にパ
ラボウリング委員会を設置し、
初めてAF（アジア連盟）による
アジア選手権大会を、5月26
日から31日まで、同じく香港
で開催します。
この大会には視覚だけでな

く、知的、肢体不自由、車椅子
など、他の障害を持ったアス
リートボウラーも参加します。
他の国では、健常者のプロアス

第2次実技テスト合格者成績

※女子・德田、男子・横内両受験生は3次不合格
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順位    氏名（期別）　 登録地　   利腕　   スコア　  アベレージ　
石田　万音　兵　庫　  右　10,012   208.58
金子　萌夏　栃　木　  右　   9,814　204.45
河村　怜奈　京　都　  右　   9,790　203.95
中野　麻希　大　阪　  右　   9,686　201.79
緒方　彩音　大　阪　  右　   9,677　201.60
溝口　睦実　愛　知　  右　   9,415　196.14
大熊　飛鳥　埼　玉　  右　   9,383　195.47
奈良輪美佳　千　葉　  右　   9,360　195.00
宮入　梨緒　長　野　  右　   9,319　194.14
岩渕　萌香　千　葉　  右　   9,287　193.47
緒方　美空　大　阪　  右　   9,241　192.52
森　　恵美　奈　良　右両    9,235　192.39
新舎菜々美　岡　山　  右　   9,223　192.14
德田　有紀　静　岡　  右　   9,170　191.04

●女子（48Ｇ＝合格基準点9,120）

4月25・26日＝牧野松園ボウル／5月15・16日＝東京ポートボウル

●男子（60Ｇ＝合格基準点12,000）
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順位    氏名（期別）　 登録地　   利腕　   スコア　   アベレージ　
横内　結樹　大　阪　右両　13,014　216.90
藤永　北斗　熊　本　  左　12,851　214.18
内藤慎之介　京　都　  左　12,799　213.31
宮澤　拓哉　群　馬　  右　12,721　212.01
斎藤　祐太　神奈川　  右　12,629　210.48
中野　真明　大　阪　  右　12,490　208.16
木村　謙太　愛　知　  右　12,477　207.95
葛原　康介　青　森　  右　12,409　206.81
森岡　昌蒿　東　京　右両　12,341　205.68
小野　在由　東　京　  右　12,275　204.58
内藤　広人　静　岡　  右　12,192　203.20
石田　智輝　青　森　  右　12,144　202.40
前田　祐輔　大　分　  右　12,135　202.25
村上　裕一　東　京　右両　12,084  201.40
太田　貴久　和歌山　  右　12,037  200.61

▲1次・2次ともに実技免除の近藤
菜帆は、3次の筆記試験をトップで
クリアしてガッツポーズ。「地元で
もバカで有名なので、正直不安で
した（笑）」

▲女子トップ合格の石田万音（中）。「師匠の中谷（優子）
プロと平岡（勇人）プロは周りの方々からすごく応援され
ていて、トーナメントで戦っている姿をカッコいいと思っ
て見てきた。自分もそんなプロになりたい」。師匠夫妻は2
次最終日、愛弟子の健闘を会場の外から見守った

▲4年前から大阪でプロショップ「ボウラーズ サポー
ト ドリーム」を営む元ナショナルチームメンバーの中
野（武本）真明・麻希夫妻は「プロのライセンスを持
つことで、お客様に伝える知識も増える」と受験を決
意し、そろって最年長の合格者に

▲姉妹そろって合格の緒方美空（左）・彩音
はアマ時代からチャレンジマッチに引っ張り
だこの人気者。一緒にボウリングを始めた幼
少期から姫路麗の指導を受けている2人の
ボウリングは、小柄ながらパワフルでダイナ
ミックだ

今年度のプロテスト（第61回男子・第
55回女子）は第1次・第2次の実技、第
3次の筆記試験・面接等を経て男女各
14名、計28名が合格。5月19日にラ
イセンスが交付された。

☆
第2次実技テストは、1次（前号既報）

を突破した40名の受験生（男子26、女
子14）に1次免除者14名（男子9、女子
5）が加わり、4月25・26日に牧野松園
ボウル、5月15・16日に東京ポートボ
ウルにて実施された。
合格者は別表のとおりで、最年少合
格者は男子16歳、女子17歳、同最年
長は男子41歳、女子38歳。1次よりも
コンディションの難度が上がったこと
で全体のアベレージは下がり、男子の
合格率は42.8％にとどまった（女子は

73.6％）。
さらに翌17日から3日間、東京ポー

トボウルにて行われた3次テストでは男
女各1名（いずれも高校生）が不合格に。
両名には今秋に追試の機会が与えられ
るが、現時点でライセンス交付を受け
たのは、1次・2次ともに実技免除の女
子・近藤菜帆を加え、男女各14名とい
う結果となった。
一昨年4月にJBCの競技者規程が改
定され、プロ活動との掛け持ちが可能
となったため、今年も新旧ナショナル
チーム勢をはじめとするJBCの実力者
たちが多数受験。女子は石田万音、中
野麻希、男子では藤永北斗、宮澤拓哉、
斎藤祐太らが順当に合格を勝ちとった。
石田、中野、宮澤は今後もJBCとの両
立を目指し、藤永、斎藤はいったん退

会して当面プロ活動に専念するという。
合格者の詳細なプロフィールは次号

にて掲載。なお、女子の近藤とトップ
合格の石田は、スポンサー推薦枠で出
場の金子萌夏とともにGlicoセブン

第61回男子・第55回女子プロボウラー資格取得テスト

男女各14名、計28名がプロライセンスを取得

ティーンアイス杯で、男子は14名全員
がシーズントライアル・スプリングシ
リーズで、すでに公式戦デビューを果
たしている。
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